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　 　 　 　 A

　　　　研
　　　　究
　　　　ノ

　　　　　l
r 　 ト

礼
〉

記
一

経
解
篇
の

時
期
と

そ

の

思
想

史
的
位
置

井

上

了

N 工工
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最
近
の

出
土
資
料
を
め

ぐ
る

状
況

　
孔
子
は

『

詩
」

「
書
』

を

重
視
し

た

が、

戦
国
中
期
の

『
孟
子
』

は

さ

ら
に

『

春
秋
」

を

も

経
典
と

し

て

重

視
し
て

お

り
、

戦

国

末
期
の

『

荀
子

』

に

至
っ

て

始
め

て

『
詩
』

『

書
』

『

礼
』

『

楽
」

『

春
秋』

の

い

わ

ゆ

る

五

経
に一．．
口

及
す

る
。

こ

れ

に

『

易
』

を
加
え

た

「

六

経
」

は

『

荘
子
』

天

運
篇
に

初
見
す

る

が
、

『

易
』

が

儒
家

の

経
典
と

し
て

採
用

さ
れ

た

の

は
荀
子
よ

り
以
降、

す
な
わ

ち
戦

国
最
末
期
か

ら
秦
漢
期
で

あ

る

と
い

う
の

が

従
来
の

常
識
で

あ

り、

ま
た

『

春
秋』

が

儒
家
の

経
典

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　一
ー〕

と

し

て

採
用
さ

れ

た
の

は

孟
子
の

頃
だ

と

す
る

の

も
常
識
で

あ
っ

た
、

　
と
こ

ろ

が
一

九

九
＝ ．
年、

湖
北
省
の

郭
店
一

号
楚
墓
よ

り
大
量

の

竹
簡
が

出
土

し
（
「

郭
店
楚
簡
」

）
、

こ

の

う
ち

「

六

徳
』

と
仮
称
さ

れ
る

新
発
見
の

文
献
に

は

『

詩
』

『

書
』

『

礼
』

『

楽
』

『

春
秋
』

『

易
』

の

い

わ

ゆ

る

「

⊥

ハ

経
」

に

関
わ

る

記
述

が

見
ら

れ

た
。

ま
た

同
じ

く
『

語
叢
一
』

に

も
、

六
経
の

各
々

に

つ

い

て

「

「
春

秋
』

、

所
以
会
古
今
之
事
也

。

」

「

『

易
』

、

所
以

会
天

道
人
道
也

。

」

な

ど

と
説
明
す

る

記
述

が

存
在
し
た

の

で

あ
る

。

郭
店
「

号
楚
墓

の

造
営
年
代
に
つ

い

て

は

戦
国

中

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　凸
2一

期
お

よ

そ

紀
元

前
三

百
年
頃
と

す
る

の

が

考
古
学
的
な

定
説
で

あ
り、

こ

れ

を
認
め

る

の

で

あ
れ

ば
、

『

易
』

「

春
秋』

な

ど

は

荀
子
よ

り
は

る

か

以
前
か
ら

儒
家
の

経

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
〔
3ぜ

典
と
し

て

採
用
さ

れ

て

い

た

こ

と

に

な
る

。

す
な
わ

ち
、

上
述
の

常
識
は

崩
壊
せ

ざ
る

を
え

な
い

。

51

二

　
問
題
の

所
在

Shuohiin 　 University

五

経
な

い

し

六

経
に

言
及

す
る

伝
世

文
献
と

し

て

は、

上

掲
の

「
荀
子
』

『

荘

子
』

の

他、
『

礼
記
」

経
解
篇
が

挙
げ
ら

れ

る
。

経
解
篇
は

、

『

詩
』

『

書
』

『

楽
』
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『
礼
記』

経
解
篇
の

時
期

と

そ
の

思
想

史
的
位

置

『
易
」

「

礼
』

「

春
秋
」

を

列
挙
し
つ

つ
、

特
に

「
礼
』

を

重

視
す
る
。

六

経
概
念
の

成
立

を
考
え
る

上

で

重
要
な

資
料
で

あ

ろ

う
。

し

か

し
従
来

、

経
解
篇
の

成

立

時

期
に
つ

い

て

は

必

ず

し

も
充
分
に

検
討
さ
れ

て

は

い

な

か
っ

た
。

そ

れ

ど

こ

ろ

か、

経
解
篇
の

研
究
そ

の

も
の

が

ほ

と
ん

ど

為
さ
れ

て

い

な

い

の

が

現
状
で

あ
る
。

　
経
解
篇
の

冒

頭
に

は

「

孔
子
日
」

と

あ
り

、

孔
疏
は

「

経
解
一

篇、

惣
是
孔

孔
之
言、

記
者
録
之

。

」

と

す
る

。

し
か

し
、

孔

子
が

自
ら

の

編
纂
物
で

あ
る

（
と

さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　マ

れ

る）
『

春
秋
』

に
つ

い

て

「

属
辞
比

事、

春
秋
之
教
也。
」
「

春
秋
之

失、

乱
。

」

と

評
す
る

こ

と
は

考
え
ら

れ

ず、

ま
た

孔
子
が

『

孝
経
』

を
引
い

て

「

孔
子
日、

安

上

治
民
莫
善
於
礼・
」

と

述
べ

稔
・

『

易」

を
引
い

て

葛
貝

羣
慎
始

差
若
豪
釐・

蟹
重

・

此

之
謂
也

・

L

と

述

密
と

い

う
事
態
・

想
宀

疋

し

難
い
・

『

＋

一

経
問
対
』

は

「

経
解

、

疑
治
易
之
家
者
作

。

」

と

す
る

が、

具
体
的

な

考
証
は

示
さ
れ

て

い

な
い

。

経
解
篇
末
尾

の

総
括
（
『
易』

か

ら
の

引
用）

は
、

後
次
的
に

付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
エ

加
さ

れ

た
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
得
る

の

で

あ
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宀
8｝

　
武
内
義
雄
は

「

小

戴
礼
は

大
戴
礼
中
に

存
せ

し

荀
子
・

賈
子
の

文
を
合
揉
し

て

経
解
一

篇
を
作
り
し

も

の

な

る

べ

」．
」

と
す
る

が、

浅
野
裕
一

は
、

郭
店
楚
簡

『
緇
衣
』

の

発

見
な
ど

に

よ
っ

て

『

礼
記
』

諸
篇
を

「

概
ね

戦
国
期
の

著
作
と
考
え
ら
れ

る
」

と
類
推
し、

「

経
解
篇
の

成
立
も
戦

国
期
と

考
え
る

べ

き
で

あ
ろ

う
。

」

　
尸
9）

と

し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
リセ

　
し

か

し

『

礼
記
』

は

後
漢
後
期
に

編
纂
さ

れ

た

叢
書
と

考
え
ら

れ、

そ
の
一

部
（
緇
衣
篇）

が

戦
国
期
の

も
の

で

あ
る

こ

と

は
、

同
じ

叢
書
に

収
め

ら

れ

た

他
の

文

献
（
経
解

篳
の

成
立

年
代
を
示
唆
し

麁
・

経
解
篇
の

成
立

は

果
た

し

て
、

郭

塵
号

董
の

造

賞
戦
国
中
期）

以
前
に

ま
で

遡
れ

る

も
の

で

あ

ろ

う
か

。
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三

　
経
解
篇
の

構
成

現
行
本
『

礼
記
』

の

経
解
篇
は
、

そ

の

内
容
か

ら

大
き
く
五
つ

の

部
分
に

分
け

る

こ

と

が

で

き
る

。

Shuohlln 　 Unlverslty

dcba

冒
頭
「

孔
子
日

」

よ

り
「

深
於
春
秋
者
也

」

ま

で

の
一

六
七

字
。

六

経
そ

れ

ぞ
れ
の

特
徴
に

つ

い

て

述
べ

る．、

「

天

子
者
」

よ

り
「

正
是
四

国
此
之
謂
也
」

ま
で

の

一

〇

六

字
。

「

天

子
」

の

至
高
性
を
述
べ
、

『

詩
』

を
引
用

し

て

総
括
す

る
。

「

発
号
出

令
」

よ

り
「

則
不
成
」

ま
で

の

六
一

字。
「

和
」

「

仁
」

「

信
」

「

義
」

が

「

覇
王
の

器
」

で

あ
る

こ

と
を

述
べ

る
。

「

礼
之
於
正

国
也

」

よ

り
「

莫
善
於
礼
此

之
謂
也
」

ま
で

の
「

四

七

字。
「

礼
」

の

客
観
性
と

効
用
に

つ

い

て

述
べ
、

「

孝
経
』

を

引
用
し
て

総
括
す
る
。
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（
e）

「

故
朝
覲
之
礼
」

よ

り
末
尾
「

繆
以

千
里

此
之

謂
也
」

ま
で

の

二

四

四
字

。

述
べ
、

『

易
』

を
引
用
し

て

総
括
す
る。

「

朝
覲
」

「
聘
問
」

「

喪
服
」

「

郷
飲
酒
」

「

昏
姻
」

の

各
礼
が
明
ら
か

と

す
る

対
象
を

　

上

記
各
部
分
相
互

の

連
関
性
は

薄
く、

ま
た

経
書
を

引
用
し
た

総
括
が

個
別
に

施
さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら
、

解
篇
と

し

て

ま

と

め

ら

れ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

　

以

下
、

こ

れ

ら

に
つ

い

て

個
別
に

検
討
す
る

。

こ

れ

ら

は

当
初

独
立

し
て

作
成
さ
れ

、

あ
る

時
点
で

経

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servioe

三

a
　
経
解
篇
の

経
書

観

Shuohiin 　 University

　
経
解
篇
の

う
ち
「

経
解
」

の

名
に

ふ

さ

わ

し

い

部
分
は

（

a）

の

み

で

あ

る
。

こ

こ

に

示
さ
れ

た

経
書
観
の

特
徴
と
し

て

は、

ま

ず
「

詩
之

失、

愚
。

」

「

書
之

失、

誣。
」

な
ど

と

し

て

六

経
各
々

の

欠
点
を
列
挙
す
る

こ

と

が

指
摘
さ
れ

る
。

こ

れ

は

儒
家
系
文
献
と

し

て

破
格
の

記
述
と
い

え
よ

う。
『

孟
子
』

尽
心

下
に

「

孟
子
日、

尽
信
『

書
』

、

則
不

如
無
『

書
』

。

吾
於
武
成、

取
二、
二

策
而
巳

矣
。

」

と

あ
る

が
、

こ

れ

は

「

書
』

の

効
用

そ
の

も
の

を

否
定
す

る

主

張
で

は

な
い

。

ま
た

文
献
重
視

の

立
場
を

儒
家
の

外
部
か

ら

批
判
し

た

も

の

と

し

て

は
、

た

と
え
ば
『

荘
子
」

天

道
篇
が

「

聖
人
之
言
」

を

「

古
人
之
糟
魄
巳

夫。
」

と

し
、

ま

た

天
運
篇
が

「

六
経
」

を

「

先
王

之
陳
迹
也

。

」

と

し
て
い

る

こ

と

な

ど

が

挙
げ
ら

れ
る

が、

こ

れ

は

個
々

の

経
典
へ

具
体
的
に

批
判
を
加
え
た

も
の

で

は

な

い
。

　
儒
家
の

外
部
か

ら

個
別
の

経
典
へ

加
え
ら

れ

た

具

体
的
な
批
判
と

し

て

は

お

そ

ら

く、
『
慎
子

』

の

「『
詩
』

、

往
志
也。
『

書
』

、

往
誥
也

。

『

春
秋
』 、

往
事
也

。

」

（
『

意
林』

所
引）

が

嚆
矢
で

あ
ろ

う
。

こ

れ

は

天

運
篇
と

同
様、
『

詩
』

『

書
」

「
春
秋
』

を

過
去
の

も
の

に

す

ぎ
な

い

と
し

て

否
定
す

る

主
張
だ

と

考
え
ら

れ

る
。

『

慎

子
』

轟
国
中
期
か

ら

前
漢
に

か

け
て

薑
さ

れ

た

文
献
で

あ
り
・

こ

の

記
述
が

た

だ

ち
・

戦

果
期
の

も

の

で

あ

る

と

竺
見

麁
・

し

か

し
、

「

荀
予
』

勧

篶

が

「

学
莫
便
乎
近
其
人

。

『

礼
』

『
楽
』

法
而
不
説

。

『

詩
』

『

書
』

故
而
不
切

。

『

春
秋』

約
而
不
速

。

方
其
入

之
習
君
子
之
説、

則
尊
以
遍
矣

、

周
於

世
矣

。

故
日、

学
莫
便
乎
近
其
人

。

」

と

し

て

経
書
の

即
効
性
を

否
定
し

て

い

る

の

は
、

『

慎
子』

の

そ
れ

に

類
す
る

批
判
を
乗
り
越
え
る

た

め、

経
典
の

限
界
を

越

え

た

柔
軟
な

「

其

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　〔
B）

人
」

を

導
入
し

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

で

あ
る

な

ら

ば
、

前
掲
の

『
慎
子
』

言
は

『
荀
子』

以

前
の

も
の

で

あ

る

可

能
性
が

高
い

。

　
と

こ

ろ

で

『

荀
子

』

勧
学
篇
は

、

「

其
人

」

の

有
効
性
を

強
調
す
る
一

方
で

、

経
典
の

欠

陥
と

そ

の

限
界
を

認
め

て

し
ま

う
。

こ

れ

に

対
し

て

『
礼
記
』

経
解
篇

『
礼
記』

経

解
篇
の

時
期
と

そ
の

思
想
史
的

位
置

一 53 一
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「

礼

記』

経
解
篇
の

時
期
と

そ
の

思

想

史
的
位

置

は、

「

『

詩
』

之
失

、

愚。
」

「
「

春
秋
』

之

失、

乱．
己

な

ど

と

し

て

経
典
の

短

所
を

認
め

る

が、

責
を

学
習
の

深
浅
に

帰
し

て

「

温
柔
敦
厚
而
不
愚、

則
深
於
『

詩
』

者

也
。

」

「

疎
通
知
遠

而
不
誣

者、

深
於
『
書
』

者
也

。

」

な

ど

と

述

べ

る

の

で

あ

る
。

つ

ま
り
経
解
篇
に

よ

る

と
、

「
愚
」

「

誣」

な
ど

は

経
書
に

固
有
の

欠
陥
で

は

な

く、

単
に

学
習
者
が

経
書
を

「

深
」

く
理

解
し
な
い

た

め

生

じ

る

弊
害
に

す
ぎ
な
い
．．

こ

こ

に

お
い

て

経
典
は

無
繆
性
を
恢
復
す
る

の

だ
が
、

経
解
篇
が

ま
ず
経
書
の

欠
点
を
承
認
し、

そ
の

上

で

こ

れ
を
超
克
し
て

み

せ

ん

と

す
る

の

は
、

経
解
篇
の

作
者
が

「

荀
子
」

後
学
あ
る

い

は

そ

れ

に

近
し

い

立

場
に

い

た

か
ら

だ

と

考
え
る

の

が

自
然
で

あ
ろ

う．、

N 工工
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b
・

c

　
「

天
子
」

と

「

覇
王
」

　
孔

疏

は

（
b
）

と

（
c）

と

を
一

連
の

も
の

と

看
倣
す
が、

上

述
の

通
り、

こ

れ

ら

は

別
個
に

成
立

し

た

部
分
と

考
え
ら

れ

る
。

（
b
）

に

て

述
べ

ら
れ

て

い

る

「

天

子
」

は
、

天

地
と

同
格
で

四
海
を
照

ら

す
と

さ
れ

る、

理

念
的
な
存
在
で

あ

る
。

こ

れ

に

対
し

て

（
C）

に

て

述
べ

ら

れ

る

「

覇
王

の

器
」

は
、

現
実
的
な

施
策

に

関

連
す
る
。

　
「

覇
王
」

は

「
礼
記
』

中

で

は

き
わ
め

て

特
異
な

用
語
で

あ
り

、

経
解
篇
に

「

義
与
信、

和
与
仁

、

霸
王
之
器
也

。

有
治
民
之

意
而
無
其
器、

則
不
成

。

」

と

あ
る
一

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
〔
14へ

例
を
除
い

て
、

『

礼
記
』

中

に

「

霸
王
」

の

用
例
は

絶
無
で

あ
る

。

儒
家
に

と
っ

て

本
来
「

王
」

と

「

霸
」

と

は

相
容
れ

な
い

概
念
で

あ
り、

「

王
霸
」

の

連
用
は

『

荀

子
」

に

始
ま
る

。

「

霸

土
」

の

古
い

用
例
は
、

「

孫
子』

九
地

篇
・

『

墨
子
』

辞
過

篇
・

『

孟
子
』

公

孫
廿

上

な

ど

に

若
干
が
認
め

ら

れ

る

程
度
で

あ
り、

『

韓
非
子
」

『

呂

氏
春
秋
』

の

ご

と

き
戦
国
末
期
以
降
の

文
献
に

至
っ

て

は

じ

め

て

「

覇

王
」

は

多
用
さ
れ

る
。

特
に
、

『
左
伝
』

に

お

け
る

「

覇
王
」

の

唯
一

の

用
例
（
閔

公
元

年）

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ヘ
　
　
　ヘ
　
　
　ヘ
　
　　へ

が、
「

親
有
礼、

因
重

固
、

問
攜
貳、

覆
昏
乱、

覇

王

之

器
也

。

」

と

い

う、
「

礼
記
』

経
解
篇

と

同

様
の

表
現
中
に

見
ら

れ

る

こ

と

は

注

目
さ

れ

よ

う
。

経
解
篇

や

『

左
伝』

の

当
該
部
分
は

、

戦
国
末
期
以
降
に

成
立
し

た

可

能
性
が

高
い

と

考
え
ら

れ

る
。
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三

d
　
礼
の

客
観
性

Shuohiin 　 University

冒

頭
（
a
）

で

六

経
す
べ

て

を

列
挙
し

な

が

ら

（
d）

以
降
で

は

「

礼
」

の

み

を
説
く
経
解
篇
は、

礼
の

偏
重
と
い

う
面
に

お

い

て

『

荀
子』

に

近
い

と

考
え

ら

れ
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る。．
　
さ

て

経
解
篇
に

は
、

「

礼
之
於
正

国
也、

猶
衡
之

於
軽
重
也

、

縄
墨
之

於
曲
直
也

、

規
矩
之

於
方
円
也

。

故、

衡
誠
懸、

不
可

欺
以

軽
重。

縄
墨
誠
陳

、

不
可

欺
以

曲

直。

規
矩
誠
設、

不

可
欺
以

方
円。

君
子
審
礼、

不

可
誣
以

姦
計

。

」

と
い

う
特
徴
的
な

表
現
が

見
え

る
．

本
来
こ

れ

は

法
家
的
な

比
喩
表
現
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
、

た

と

え
ば

「

慎
子
』

は

法
の

客
観
性
を

強
調
し
て

「

有
権
衡
者、

不
可

欺
以

軽
重。

有
尺
寸
者、

不
可
差

以
長
短

。

有
法
度
者、

不

可
巧
以
詐

欺
。

」

と

述
べ

る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
15）

（
『

意
林
』

所
引）
。

『
荀
子
』

に

お

け
る

「

礼
」

の

性
質
が

こ

れ

の

影
響
を
受
け

て

い

る

こ

と

は

菅
本
大
二

が

指
摘
し

て

お

り、

経
解
篇
に

見
え

る

こ

の

表
現
は

、

「

慎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　［
16｝

子
』

か

ら
『

萄
子
』

と

い

う
流
れ
の

中
に

位
置
づ

け
ら

れ

る

べ

き
で

あ

ろ

う
。

ま
た

こ

れ

に

続
け
て

経
解
篇
は
、

や

は

り
『

荀
子
』

に

特
徴
的
な

「

隆
礼
」

と

い

う
文
言

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　ん
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

ヘ
　
　ヘ
　

　
ヘ

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ヘ

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　へ
　
　ぎ

を

用
い

て

「
是
故、

隆
礼
由
礼、

謂
之
有
方
之

士
。

不

隆
礼
不
由
礼、

謂
之

無
方
之
民

。

」

と

述
べ
、

ま
た

「

故
礼
之

教
也、

…

…

是
以

先
王

隆
之
也

。

」

と

す
る

の

で

あ

る
。

　

経
解
篇
と

「

荀
子
』

と

の

前
後
関

係
は
な
お

慎
重
に

考
え

ね

ば

な

ら

な
い

が、

仮
に

『
荀
子』

が

は

じ

め

て

儒
家
の

「

礼
」

に

対
し

て

こ

れ

ら
の

よ

う
な

表
現
を
導

入
し

た

者
だ
と

す
れ

ば、

当
然
な
が

ら

経
解
篇
は

『

荀
子』

よ

り
も

遅
れ

る

も
の

と

な
る

。

三

e
　
『

大
戴
礼
記
』

礼
察

篇
と
の

対
応

　
（
e）

の

う
ち

「

夫
礼
禁
乱
之
所
由
生
」

か

ら

「
此
之

謂
也
」

ま
で

は
、

「

大
戴
礼
記
』

礼

察
篇
の

冒
頭
部
「

夫
礼
之

塞
乱
之
所
従
生
也
」

か

ら
「

取
舎
之
謂
也
」

ま

で

に

お

お

む

ね

対
応
す

る
。

と

く
に

「

夫
礼
禁
乱
之
所
由
生
」

か

ら

「

而
倍
畔
侵
陵
之
敗
起
矣
」

ま
で

は

『
大
戴
礼
記
』

と

緊
密
な

対
応
を

示
し
て

お

り、

両

者
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　　へ

何
ら

か

の

継
承
関
係
を

想
定
せ

ざ
る

を

得
な
い

。

た

だ
し

経
解
篇
は

、

礼
察
篇
が

「

聘
射
之
礼
廃、

則
諸
侯
之

行
悪

、

而
盈
溢
之

敗
起

矣
。

」

と

作
る

箇
所
を
「

聘
覲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　、
　、
　、
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

、

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

〔
17一

之
礼
廃、

則
君
臣
之
位
失、

諸
侯
之
行
悪、

而
倍
畔
侵
陵
之

敗
起
矣

。

」

と

改
め

て

お
り、

お

そ
ら

く

前
漢
恵
帝
（
劉
盈）

に

対
す
る

避
諱
が

強
化
さ

れ
て

以

降
に

編

纂
さ

れ
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

ま
た

礼
察
篇
が

単
に

「

諸
侯
之

行
悪
」

と

す
る

箇
所
に
つ

い

て
、

経
解
篇
は

直
前
に

「

君
臣
之
位
失

」

五

字
を

補
っ

て

い

る
。

こ

の

こ

と

は
、

礼
察
篇
が

文
帝
期
の

事
情
（
同
姓
諸
侯
の

強
大
化）

を

反
映
す

る

の

に

対
し

て
、

経
解
篇
は

も
は

や

諸

侯
干

の

叛

乱
と

い

う
想
定
が

現
実
味
を
帯
び

な

く
な
っ

た

情
勢
下
で

作
成
さ

れ

た

と
い

う
こ

と

を
示
唆
す
る

。

　
さ

ら

に、

礼
察
篇
の

う
ち
（
e）

末
尾
に

対
応
す
る

部
分
（
「

為
人
臣
計
者
〜

取
舎
之
謂
也
」

）

が

「

秦
王

…

…

持
天

下

十
余
年
即
大
敗
之

。

」

と

い

っ

た

具
体
的
な

　
　
　
　
　『
礼
記
』

経
解

篇
の

時
期
と

そ
の

思
想

史
的
位

置

一 55 一
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『

礼

記
』

経
解

篇
の

時

期

と

そ

の

思

想
史
的
位

置

事
例
を
踏

ま

え

て

立

論
し

て

い

る

の

に

対
し
て

、

経
解
篇
は

「

孔
子
」

「

秦
モ
」

な

ど
の

固
有
名
詞
を
欠
き

、

ま

た

そ
の

表
現
も

大

幅
に

整

理

さ

れ

て

い

る
。

こ

の

こ

と
な

ど

か

ら、

ま

ず
「

大
戴
礼
記』

礼
察
篇
（
あ
る

い

は

そ

の

藍
本）

が

先
行
し
、

こ

れ
を

整
理

す
る

形
で

「

礼
記
』

経
解
篇
の

該
当
部
分
が
作
成
さ

れ
た

と

考
え
ら

れ

る
の

で

あ
る

。

先
行
す
る

議
論
か

ら

固
有
名
詞
を

削
除
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
一

般
論
を
作
成
す
る

と
い

う
手
法
は

『

淮
南
子
』

か

ら

今
本
『

文
子
』

が
作
成
さ

れ

た

　

　
　

　

　

　
（
B〕

過
程
と
同
様
で

あ

り、

こ

の

よ

う
な

手
法
が

前
漢
初
期
に

は

ひ

ろ

く

行
わ

れ

て

い

た

と

考
え

ら
れ

よ

う
。

　

な
お、

経
解
篇
（
e

）

冒
頭
の

「

故
朝
覲
〜

之
別
也
」

は
、

経
解
篇
が

最
終
的
に

ま

と
め

ら
れ

た

時
点
で

付
加
さ

れ

た

も

の

か、

あ
る

い

は

既

に

失
わ
れ

た

『

大
戴

　

　
〔
B）

礼
記
』

文
に

拠
る

も
の

で

あ
ろ

う
と

思
わ

れ

る
。

N 工工
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小

結

　
い

く
つ

か

の

方
向
か

ら

検
討
し

て

み

た
結
果、
『

礼
記
』

経
解
篇

の

各
部
分
と

『

荀
子』

諸
篇
と

は

密
接
な
関
係
を
有
す

る

と

の

結
論
に

至
っ

た。

も
ち
ろ

ん

こ

の

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
（
20　

こ

と

は
、

経
解
篇
が

『

荀
予

』

の

影
響
下

で

成
立

し

た

と
い

う
こ

と

を
た
だ

ち
に

意
味
す
る

も
の

で

は

な
い
．

し

か

し
、

詩
書
よ

り
も
礼
を

偏
重

し

て
、

こ

れ

を

客
観

的

な

基
準
と

し

て

運
用
し

、

ま

た

覇
と

王
と

を
価
値
的
に

連
続
さ

せ

る

が

ご

と
き

荀
子
の

立
場
が
、

も

し

も
先
行
す
る

儒
家
に

対
し

て

ユ

ニ

ー

ク

な

も
の

で

あ
っ

た

な

ら

ば
、

こ

の

よ

う
な

特
徴
を
荀
子
と

共
有
す
る

経
解
篇
は、

荀
子
以

降
に

出

た

も
の

と

考
え
る

の

が

自
然
で

あ
る

。

『

大
戴
礼
記
』

や

『

礼
記
』

の

中
に

は
、

「
荀
r

』

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　
〔
21「

と

の

密
接
な
関
係
を
示
す

篇
が

多
い

。

『

礼
記

』

経
解
篇

も、

荀
子
の

影
響
下

で

編
纂
さ
れ

た
礼
に

関
す
る

文
献
群
の
一

だ

と

考
え
る

の

が

妥
当
で

あ
ろ

う、

　

ま

た
『
大
戴
礼
記
』

礼
察
篇
な

ど

と

の

関
係
か

ら
、

経
解
篇
の

完
成
は

前
漢
文
帝
期
を
遡
る

と

は

考
え
ら
れ

ず、

お
そ

ら

く
は

景
帝
期
よ

り
以

降
で

あ
ろ

う
と

思
わ

れ

る
。

す
く
な

く
と

も、

戦
国
中
期
以

前
に

経
解
篇
の

成
立
時
期
を

求
め

る

べ

き
理

由
は、

筆
者
に

は

認
め

ら

れ

な

い
。

一56一

Shuohiin 　 University

注
へ
ー）
　
武
内
義
雄

『

支
那
思

想
史
』

（
岩

波
書

店、

昭

和

二

年）

な

ど
。

〔
2）
　
な

お、

郭

店
楚

簡
と

密
接
な

関
連
を

有

す
る

上

海

博
物
館

新

収
楚
簡
（
「

上

博

　

簡
」）

に
つ

い

て

は
、

放

射
性

元

素
を

用
い

た

測
定
の

結
果
と

し
て

前
三

〇

八

年

　

　
＋一
六

五

年
と
い

う
結
果

の

み

が

示
さ

れ

て

い

る

が、

暦
年

代
較
正

の

有
無
な

ど

を

　

含
め

た

詳
細
は

公
開
さ

れ

て

い

な
い．．

（
3）
　
こ

れ

に

対
し

て、

池
田

知
久

「

郭
店

楚
簡
『

窮
達
以

時
』

の

研
究
」

（
『

郭

店
楚

　

簡
の

思

想
史
的

研
究』

三）

や

王

葆
琺

「

郭
店

竹
簡
時

代

新
証
」

（
『
中
国
出
土

資

　

料
研
究』

ヒ、

二

〇

〇一．
こ

な

ど

ぱ、

考
占
学

的
な

検
証
よ

り

も
「
思
想
史

的
な

　

考
察
」

を

優
先
し、

郭

店
「

号
墓
の

造

営
年
代
を

戦
国

末
期
以

降
に

引
き
下

げ

よ
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う
と

す
る

。

こ

の

方

向
の

研
究
に
つ

い

て

は
、

考

占
学
的
な

知

見
を

単
純
に

無
視

　

　
し
た

り

相
対
化
す

る
の

で

は

な

く、

考
古
類
型

学
的
な

手

法
と

思
想
史

的
考
察
と

　

　
の

整
合

性
が

追

求

さ

れ

る

こ

と

を

期
待
し

た
い

，

（
4）
　
「

石
梁
モ

氏
日、

…

…

此
決

非
孔

f
之
言。
」

（
『

礼

記
集

説
ヒ

（
5）
　

同

文
が

『
孝

経』

広
要

道

章
に

見
え

る

が、

経

解

篇
は

こ

れ

の

出

拠
を

「

孝

　

　
経
』

だ
と

は

言
わ

な
い
。

　

　
　

な
お

近
年、
「

孝
経』

の

成

立
を

春
秋

末

期
に

ま
で

遡

ら
せ

ん

と

す

る

説
が

提

　

　
出
さ
れ

て

い

る。

筆

者
は

『
孝

経
』

の

成

立

を

戦

国

末
か

ら

漢

代
と

み

る

者
だ

　

　
が、

も
し

「

孝
経
』

に

見
え

る

よ

う
な

形
の

い

わ

ゆ

る

「
忠

孝
移
行
理

論
」

が

春

　

　
秋
末
期
に

提
示
さ

れ

て
い

た

と

す
る

な

ら

ば、

戦

国
期
の

儒

者
ら

が
『
孝
経
』

を

　

　
完
全
に

無

視
し、

孝
と

非
血

縁
的
倫
理

と

の

対
立
に

苦
し

み

続

け
た

理

由
が

説
明

　

　
さ

れ

ね
ば
な

ら

な
い

で

あ

ろ

う。

（
6｝
　
こ

の

文
は

現

行
本
『

易
』

に

は

見
え

な
い

が、
『

史

記
』

太

史

公

自
序

や

「
大

　

　
戴
礼

記』

保

傅
篇
も

類
文

を
『

易』

と
し

て

引
い

て

お

り、
『

史

記

集

解』

は

こ

　

　
れ

を
「

易

緯
」

と

す

る．．

お

そ

ら
く

前
漢

期
に

流

布
し

て

い

た

易
伝
の

類
が

後
に

　

　
緯
書
へ

採
用
さ

れ

た

も

の

で

あ
ろ

う。

秦
か

ら

漢

初
に

か

け
て

現
行

本
十
翼
と
は

　

　
異
な
る

易

伝
が

流

布
し

て

い

た

こ

と
は、

馬
モ

堆
帛
書

易

伝
や

王
家

台
秦
墓

竹
簡

　

　
『

帰

蔵』

な
ど
に

よ

り

明

ら

か

で

あ

る
。

〔
7｝
　
た

と

え
ば、
『
礼
記
』

緇
衣

篇
末

尾
に

見
え

る

「

詩
』

『
兌

命』
『
易
』

か

ら

の

　

　
引
用
の

う
ち、

郭
店
楚
簡

本
や

上

博
簡
本
に

見
え
る

の

は

「
詩
』

か
ら

の

引
用

の

　

　
み

で

あ

る．、

緇

衣
篇
に

見
え
る

『
兌

命
』

『

易』

か

ら
の

引

用
は、

郭

店
本

の

成

　

　』
肱

よ

り
以

降
に

付
加
さ

れ

た

も
の

と

考
え
る
べ

き
で

あ

ろ

う
。

（
8）
　
武
内

「

儒
学

史
資
料
と

し

て

見
た

る

両

戴
記
」

（
『

全

集
』

三）
、

〔
9）
　
浅

野

「
『

春

秋』

の

成
立

時

期
−
平

勢
説
の

再

検
討
1

」

（
『

中

国

研
究

集

刊
』

　

　
歳
号、
、
、

QO

．

年）
・
「
郭
店

楚
簡
と

占
代
中

国
思

想

史
の

再
検

討
」

（
『

中

国
出

　

　
土
資

料
研
究』

六、

二

〇

〇

二

年）

な
ど

。

（
10）
　「
隋
書
』

経
籍

志
は、
『
大
戴

礼
記
』

「
礼
記』

を

そ
れ

ぞ
れ

前

漢

中
期
の

戴

徳

『
礼

記』

経
解

篇
の

時
期
と

そ
の

思
想

史
的

位
置

　

お
よ

び

戴
聖

に

出
る

と
す

る
。

し
か
し

『

隋
書』

説
は

致

命
的
な

年
代

矛
盾
を

含

　

　
ん

で

お

り、

根

本

的
に

成

り
立

た

な
い

（
毛

奇

齢
「

経

問
」）

。

筆
者
は

現

行

本

　

　「
礼
記
』

の

内

容
・

範
囲
は

『

白

虎
通』

以

降
の

後

漢
後

期
に、

そ

の

配

列
は

六

　

朝
以

降
に

確
定
し

た

と

考
え
て

い

る

（
未
刊

稿）
。

　

　

ま
た

浅

野
は

小
戴

礼
記
の

四

f
六

篇
と

戴
徳
の

八

十
五

篇
を

合
算
し、
『
漢
書』

　

芸
文

志
の

「

記
」

百、一．
十
一

篇
と

「
ぴ
っ

た

り

数

が

合
う

。

」

と

す
る

（
「

郭

店
楚

　

簡
『
緇
衣』

の

思

想
史

的
意

義
」 、
『

集

刊
東
洋

学
』

八

六、

二

〇

Q
一

年）
。

し

　

か
し

同
様
の

説
は

『

廿一
、

史

考
異
』

が

既
に

唱

え

て

お

り、

し
か

も
投
壷

篇
な

ど

　

が
「
礼
記』
『
大

戴
礼

記
』

に

共

通
し

て

い

る

こ

と

な
ど

か

ら

夙
に

否
定
さ

れ

て

　

　
い

る

〔
な

お、
『
礼

記』

成
立

に

か

か

わ

る

清
代
の

議

論
に
つ

い

て

は、

石

黒

俊

　

逸

「

礼
記
成

立
に

関
す
る
一

考
察
」

（「
斯
文
』

二
．

1一
、

昭

和
一

四

年）

が

要

　

領
よ

く
ま
と

め

て
い

る

 

　

　

近

年、

清

朝
考
証

学
者
や

民
国
・
日

本
の

研

究

者
ら

が

蓄
積
し

て

き
た

先

行
研

　

究
を

無
視
し

て
、

た
と

え
ば
『
逸
周

言』

を
汲

冢
書
と

す
る

隋

志
説
を

無
批

判
に

　

用
い
、

ま
た

『
史
記

短
長

説
』

を
漢

代
の

資
料
と

し

て

用
い

る

が

ご

と
き

議

論
が

　

行
わ

れ

て
い

る
。

こ

の

よ

う
な

議
論
は

基
本
的

な

「

史

料
批
判
」

を
怠
っ

た

も

の

　

と

言
わ

ざ
る

を

得
な

い

〔
『
逸

周
書
』

が

「

邦
」

字
を

避

け
て

い

る

こ

と

を

指

摘

　

　
し

て

お

き

た

い）
。

ま

た
た

と

え
ば

釈

文
未
公

開
の

上

博

簡
『
曽

予
立

孝
』

を

現

　

行
本
『
大

戴

礼
記』

曽
子
立

孝
篇
と

同
一
と

み

な

す

議

論
も
行
わ
れ

て

い

る

が、

　

慎
重

を
欠

く
も
の

で

は

な
か
ろ

う
か。

（
H）
　
た

と

え

ば、
「

四

部

叢
刊
』

に

収
め

ら

れ

て

い

る

『
孟

子
』

が

戦
国

期
の

著

作

　

　
で

あ

る

こ

と

は
、

同
じ

『

四

部
叢

刊』

中
の

『
世

説
新

語
一

が

戦
国

期
の

成
立

だ

　

と
い

う
こ

と

を

示
唆
し

得
な
い

。

　

　

廬
植
に

よ

る

と

『
礼
記
』

干

制

篇
は

前
漢
文

帝
が

編

纂
さ
せ

た

も
の

と

さ

れ、

　

ま
た

鄭

玄
に

よ
る

と

月

令
篇
は

「
呂
氏

春

秋』

に

出
る

も
の

と

さ

れ

る
。

さ

ら

　

　
に、
『
大
戴

礼

記
一

勧
学

篇
は

「

苟

子』

勧

学
篇
か

ら、

同
じ

く

保

傅

篇
は

「

新

　

書』

保

傅
篇
か

ら

取
っ

た
も
の

と

考
え

ら

れ、

こ

れ

ら

す
べ

て

を
戦

国
中
期

以

前
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『

礼

記
』

経

解
篇
の

時
期
と

そ
の

思

想
史
的

位

置

　

　
の

も
の

と

す
る

説
は

成
り

立

ち

が

た

い
。

（
12）
　
現

在
の

と
こ

ろ、

E
博
簡
に

『
慎
子
』

が

含
ま
れ

て

い

る

と

い

う
正

式
な

発
表

　

　
は

な
さ

れ

て

い

な
い

。

な

お、

前
引
の

『
慎
子
」

．
言

が

『
詩』
『
書
』

「

春
秋』

の

　

　．
二

者
の

み

に
し

か．．「
冂

及
し
な
い

こ

と

は、
『
孟

子』

と

の

関
係
か

ら

注
目

さ

れ

よ

　

　事
つ

。

（
13）
　
『
大
戴

礼

記』

勧

学
篇
に

は、

該
当
す
る

文
言
口

は

見
え

な
い

。

経

書
の

尊

厳
を

　

　
犯
す
も
の

と

し
て

採
用
さ

れ

な

か

っ

た

も
の

か．．

（
14）
　
『
孟．
†
』

告
子
下
の

「

五

覇
者．一、
土

之
罪
人

也

ご

や

梁
恵

モ

上

の

「

仲
尼

之
徒

　

　
無
道

桓
文
之

事
者。
」

な

ど
。

（
15）
　
菅

本

「

荀
子
に

お

け
る

法
家
思

想
の

受

容

1
「

礼
」

の

構

造

に

即

し

て

ー
」

　

　（
『
日

本
中

国

学
会

報
』

四
三

、

平
成
三

年）
、

荀
子

後
学
の

編

纂
に

出
る

と

さ

れ

　

　
る

『

葡
子
』

大
略

篇
に

「
礼

之
於
正

国
家
也、

如

権
衡
之

於

軽
重
也、

如
縄

墨
之

　

　
於
曲

直
也。

故

人

無

礼
不
生、

事

無
礼

不
成、

国

家
無

礼
不

寧．
に

と

あ

り、

こ

　

　
れ

は

先
に

引
い

た

経
解
篇
の

文
に

酷
似
す
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
ヘ
　
　ヘ　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　へ

（
め）
　
た

と
え
ば

『
荀

广』

勧

学
篇
に

「

学
之

経
莫
速

乎
好
其
人、

隆

礼
次
之。
」

「

隆

　

　ヘ　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　
　　　　　
　
　
　
　　　　　ヘ
　
　へ

　

　
礼、

雖

未
明、

法

士
也。

不
隆

礼、

雖

察

辯、

散
儒

也
。」

と

あ
り、

天

論

篇
・

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　ヘ
　　
　へ

　

　
大

略
篇
・

強

国

篇
に

「

隆
礼

尊

賢

而
王。

重

法
愛

民

而

覇
。

好

利

多

詐

而

危
。

」

　

　
と

あ
る

な

ど
，

〔
17）
　『
大
戴

礼

記』

礼

察

篇
の

該
当

部
分
は

『
漢

書
』

に

載
せ

る

賈
誼

の

上

疏
（
文

　

　
帝
六

年
以

降）

に

ほ

ぼ
一

致

し

て

お

り、

こ

れ

を
踏
ま

え

て

編
ま
れ

た

も
の

と

考

　

　
え
ら

れ

る
。

と

こ

ろ

で

賈
誼
」
L

疏
も

礼

察
篇
と

同

様
に

「
盈」

字
を

避
け
て

お

ら

　

　
ず、

文
帝
期
に

は

ヒ
疏

に

お
い

て

さ

え

恵

帝
に

対
す
る

避
諱

が

厳

密
に

は

行
わ

れ

　

　
て
い

な
か
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

な

お、
『
史
記
』

が

恵

帝
に

対
し

て

本
紀
を

立

　

　
て

て

い

な
い

こ

と

は

周
知
に

属
す
る．．

　

　
　

秦
漢
期
に

避
諱
が

厳
密
で

な

か

っ

た

こ

と

は

『
史

諱
挙
例』

な
ど

も
指

摘
し

て

　

　
お

り、

文

帝
期

に

下

葬
さ
れ

た

馬

王

堆

帛
書
『
老

子
』

乙

本
に

つ

い

て、
「

盈
」

　

　
字
の

使
用
の

み

か
ら

恵
帝
期

以

前
の

抄
写
と

断
定
す
る

の

は

危
険
で

あ
ろ

う。

〔
18｝

向
井

哲
夫

「

今

文
『

文

子
』

の

真
と

偽」
〔
『

東
ん

宗

教
」

七

三、

平
成

元

年）

　
　

参
照

。

（
19）
　

六
朝

期
に

存
在
し

た

と

い

う
『
大
戴

礼
記
』

八

十
五

篇
や

『
礼
記
」

四

卜
九

篇

　
　（
両

者
と
も

『

漢
書
』

芸
文

志
に

不
載）

が

前
漢

期
に

ま
で

遡
れ

る

も

の

か

否
か

　
　
と

い

う
問

題
と

は

別
に、

六

朝
以

前
の

『
大
戴

礼
記
』

と

宋

代
以

降
の

『
大
戴

礼

　
　

記
』

と
の

継
承
関

係
に

つ

い

て

も

検
討

が

為
さ

れ

ね
ば

な
ら
な

い
。

　
　

　
な
お、

現
行
本

『
大

戴
礼
記
』

の

う
ち

た

と

え

ば

干
乗
篇
に

は、

明

ら

か

に

墨

　
　

家
的
な
主

張
と、

『

周

礼
』

の

そ
れ

と

同

様
の

官
制
を

前

提
と

し

た
主

張
と

が

混

　
　

在
し
て

い

る．、
『

大

戴
礼

記
』

に

は

他

に

も

盛

徳
篇

や

朝

事

篇
に

『
周
礼』

と

の

　
　

連
関
が

認
め

ら

れ、

こ

れ

ら

の

部
分
は

『
周
礼』

が

流
布
し

て

よ

り
も
以

降
、

す

　
　
な

わ

ち

前
漢
末
期

以

降
に

編
纂
さ

れ

た
可

能
性

が

あ
る

（
仮
に

『

周
礼』

の

出

現

　
　
が

武
帝

期
以

前
で

あ
っ

た

と

し
て

も、

前
漢
末
ま

で

秘
府
に

死

蔵
さ
れ

て

い

た

の

　
　
で

あ
れ

ば、

や

は

り

前
漢
期
の

文
献
が

『
周
礼』

か

ら

の

影
響
を

受
け

た

と

は

考

　
　
え

が
た
い
）
。

　
　

　

　

　
　

　

　
　ヘ　
　　ヘ　　
　へ

　
　

　
少
な

く
と

も、

現

行
本
『

大

戴
礼
記』

す
べ

て

を

前
漢
戴

徳
の

編

纂
に

出
る

も

　
　
の

と

見
る

こ

と

は

で

き
な
い

の

で

あ
る．、

（
20）
　
津
田

左

右
吉

「

礼
記

お

よ

び

大

戴

礼
の

編

纂
時

代
に

つ

い

て
」

q
史
学

雑
誌』

　
　

四
二

ー一
、、

昭

和
六

年）

は、
『

左

伝
』

昭

公．
一
年

「

韓

宣
子

来

聘、

…

…

観

書

　
　

於
大

史
氏、

見

『
書
』

『

象』
『
春
秋
』

。

日、

周

礼
尽

在
魯
矣．
」

お

よ

び

文
公
二

　
　

年
「
孝、

礼
之

始
也

。

」

に

注

目
す
る

が、

津
田

は

『

左

伝
』

を

前

漢

末
の

も

の

　
　
と

す
る

た

め、
「

易
も

春
秋

も

暦
法
も

礼
と

し

て

説
か

れ、

孝

す
ら
も

礼
の

始
め

　
　
と

い

わ
れ

る

よ

う

に

な
っ

た
」

の

は

「

前
漢

末
の

思

潮」

だ
と

す
る
。

（
21）
　
「
大
戴
礼

記』

哀
公

問
五

義
篇
・

勧
学
篇
や

「
礼
記
』

哀
公
問

篇
な

ど
。
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